
2008年度堀内賞の受賞者決まる

受賞者：大島慶一郎（北海道大学低温科学研究所）

研究業績：海氷の気候システムに果たす役割に関する

研究

選定理由：海氷は，その生成過程において高密度水を

生成することを通して，気候システムにおいて重要

なコンポーネントである海洋の中深層（熱塩）循環

を駆動する．また，海氷はアイスアルベドフィード

バック効果により，気候変動に大きな影響を与えう

る．特に最近では，地球温暖化に伴う海氷の変動・

応答が緊急の研究課題となっており，気候システム

や気候変動に対する海氷の役割を理解することは今

後ますます重要になる．

大島慶一郎氏は，季節海氷域であるオホーツク海

と南極海において，海洋・海氷の観測・モデル研究

を行ってきた．その中で，特に海氷が気候システム

に果たす役割に注目し，定量的なレベルまで踏み込

んで議論するという点で，先駆的な研究を行ってき

た．

海氷生成とそれによる高密度水生成は，熱塩・物

質循環とその変動を決める最重要な因子であるが，

それを捉える現場観測が極めて困難であることか

ら，これらの変動はもとより海氷生産の平均的な量

・分布などもよくわかってはいなかった．大島氏

は，衛星データによる海氷情報と熱収支計算を組み

合わせることで海氷生産量を見積もる手法を考案

し，それをオホーツク海と南極海に適用した．この

研究で，沿岸ポリニヤで局所的に大きな海氷生産が

あることを明確に示した．南極海の研究では，今ま

で知られていなかった高海氷生産域を発見し，未知

の南極底層水生成域の存在を示唆した．オホーツク

海では，北西陸棚ポリニヤが最大の海氷生産域であ

り，高密度水の沈み込み域と一致することを示し

た．また，熱収支解析から，北部で生成された海氷

が南部に輸送されそこで融解することで，多量の負

の熱が南へ運ばれ，北海道北部・東部域の寒冷な気

候を形成していることも示した．大島氏は現在，高

精度の海氷生産量のグローバルマッピングを試みて

おり，これは，大気においても海洋においても，今

までわかっていなかった海氷域での熱塩フラックス

境界条件を与えることにもなる．

オホーツク海は，高海氷生産により北太平洋で最

も重い水を生成し，それが北太平洋の中層に潜り込

み，北太平洋のオーバーターニング（中層循環）を

駆動している．大島氏は，近年の地球温暖化によ

り，海氷生成が減少し高密度水の生成も弱まり，中

層循環が弱まっていることを初めてデータから示唆

した．古海洋学の知見から類推すると，中深層循環

の変動は地球の気候や生態系にも大きな変化をもた

らすことになる．また「オホーツク海及び北太平洋

中層のオーバーターニングは温暖化に鋭敏である」

ことは，100-1000年スケールの気候変動を考える上

でも１つの視点を与えるものである．

大島氏は，海氷のアイスアルベドフィードバック

効果についても，卓抜した研究を行っている．ま

ず，南極海での現場観測と熱収支計算から，南極海

での海氷融解は開水面より海洋混合層に入った短波

放射の熱によってほとんどなされることを明らかに

し，簡略化した海氷・海洋結合モデルを提出した．

このモデルと観測との比較から，融解期の海氷の

年々変動は，海氷海洋アルベドフィードバック効果

によってある程度説明されることを示した．

これらの研究は現場観測とフィードバックさせな

がら行っており，そのことも高く評価される点であ

る．海氷融解システムの研究は，日本南極地域観測

隊での自身の観測が契機となっている．オホーツク

海では，砕氷型巡視船「そうや」や係留系を利用し

ての先駆的な現場海氷観測を行った．ロシア船やプ

ロファイリングフロートによってオホーツク海の中

層水をモニターし続けたことで，海氷変動と中層水

がリンクしていることが明らかになった．これらの

観測データがあってはじめて，海氷の役割を定量的

なレベルで議論できることになる．最近では，海氷

生産量マッピングから新たに示唆された南極底層水

生成域での観測を中心となって企画・実行してい

る．

大島氏のこれら一連の極域・海氷域での研究成果

は，気象学と海洋物理学・雪氷学との境界領域の研

究を著しく発展させ，気象学の未開拓分野に大きく

貢献すると認められる．

以上の理由から，日本気象学会は大島慶一郎氏に

2008年度堀内賞を贈るものである．
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Oceanic Technol.,24,1757-1772.
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受賞者：橋口浩之（京都大学生存圏研究所）

研究業績：下部対流圏レーダーの開発とその大気観測

研究への応用

選定理由：気象学の発展が種々の新しい観測技術の開

発とそれによる未知・未解明の大気現象の発見・解

明に負うところが大きいことは長年の歴史が証明し

ている通りである．

京都大学生存圏研究所（RISH；2004年４月宙空

電波科学研究センターから改組改名）は，1980年代

初めからMUレーダー・流星風レーダーを始めと

する革新的な電波観測技術を開発し，主として上部

対流圏および中層大気領域における大気力学現象の

観測解明により大気科学の進歩発展に多大の貢献を

してきた．

橋口浩之氏は，このようなRISHの新領域開拓

活動に加わり，電子工学を基盤とした卓抜した機器

開発能力を発揮した．まず1990年代初頭に大気境界

層の詳細な大気運動を観測するための可搬型境界層

レーダー（BLR）の開発において中核的な貢献を

した．BLRはLバンド（1357.5MHz）としては

世界で最初のものの一つであり，完成後これを赤道

域インドネシアにおいて活用し，その観測解析を通

して従前の気球観測および衛星観測のみでは分解不

可能であった熱帯大気下層に固有の擾乱特性に関す

る幾つかの新事実の発見をもたらした．具体的に

は，BLR測定による３次元風系の高分解能連続

データから，日変化や数日スケールの大気擾乱の力

学的特性を詳細な気象学的解析によって明らかにし

たこと，またTOGA-COAREプロジェクトに関連

して熱帯対流雲活動と背景風系の密接な関係を見出

したこと，などが特筆される．

橋口氏は，その後も，BLRの観測性能及び可搬

性を向上させるべく開発を進め，1990年代末にはそ

の集大成とも言うべき，下部対流圏レーダー

（LTR）の開発に成功した．LTRは，この種の小

型レーダーとして世界で初めてアクティブ・フェー

ズド・アレイ方式を採用し，新開発の小型送信機24

台を用いて高速ビーム走査を可能にするとともに，

送信ピーク出力を大幅に向上させた．さらにパルス
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圧縮手法の実装，新しいアンテナ素子の開発によ

り，総合的なシステム利得が初代BLRに比べて約

100倍に向上し，下部対流圏全域の連続計測を可能

とした．気象庁は，2000年度に局地天気予報の精度

向上を図るため全国に大気レーダーネットワークを

展開し，現業の天気予報への活用を始めたが，

LTRはWINDASと呼ばれるこのネットワークの

構成レーダーとして採用された．WINDASにより

日本全国で計測される風向・風速データが現業数値

予報モデルに取り込まれており，集中豪雨などの局

地現象に対する予報精度が向上する成果が得られて

いる．一方，LTRは既に多くの大学や研究機関で

も実用されており，その優れた可搬性を活かして，

国内外における各種の観測キャンペーンにも標準的

な気象観測装置として必須の測器の一つとなりつつ

ある．

橋口氏は，近年では，船舶搭載型の下部対流圏

レーダーの開発など，新しい観測技術の開拓に意欲

的に取り組んでいる．また，地球観測システム構築

推進プランの一課題として，赤道域インドネシアに

大気レーダーネットワークを構築する計画を自身が

中心となり進めている．

橋口氏の新観測技術の開発成果は，気象学の未開

拓領域を切り開く功績と言え，国際的にも高い評価

を受けている．

以上の理由から，日本気象学会は橋口浩之氏に

2008年度堀内賞を贈るものである．
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